
風
景
画
家
に
よ
る
日
本

の
自
然

「発
見
」

ア

ル

フ

レ

ツ
ド

・
パ

ー

ソ

ン
ズ

と

大

下
藤

次

郎

西
田
正
憲

は
じ
め
に

じ
る
と
と
も
に
、
風
景
論
の
観
点
か
ら
外
部
の
ま
な
ざ
し
と
内
部
の
ま
な
ざ

し
に

つ
い
て
論
じ
る
も

の
で
あ
る
。

風景 画家 に よる 日本 の 自然 「発 見」(西 田)

一
八

九

二

(
明

治

二

五

)

年

、

イ

ギ

リ

ス
人

画

家

ア

ル

フ

レ

ッ
ド

・
ウ

ィ

リ

ア

ム

・
パ

ー

ソ

ン
ズ

(}
一中
0
自

ぐ
『
一　
一㊤
目

弓
9
円oαo
昌
ω

一
〇◎
轟
刈
ー
一
〇
P
O
)

は
、

瀬

戸

内

海

、
吉

野

、

日
光

、
富

士

山

、
箱

根

な

ど

の
自

然

地

域

を

か

け

め

ぐ

り
、

風

景

画

を

描

き

、

日

本

の
自

然

「
発

見

」

に

寄

与

し

た

。

日

本

人

画

家

大

下

藤

次

郎

(
一
人

七

〇

-

一
九

一

一
)

は
、

パ

!

ソ

ン
ズ

の
影

響

を

強

く

う

け

て

、

さ

ら

に
奥

地

の

上

高

地

、

尾

瀬

、

十

和

田

湖

な

ど

に

わ

け

い

り

、

原

生

自

然

を

美

し

い
風

景

画

で
描

き

、

広

く

普

及

さ

せ

て

い

っ
た

。

一
九

世

紀

に

お

け

る
欧

米

人

の

日
本

の
自

然

「
発

見

」

は

日

本

人

の
新

た

な

自

然

「発

見

」

を

う

な

が

し

て

い

た

。

本

論

は
、

ア

ル

フ

レ

ッ
ド

・
パ

ー

ソ

ン
ズ

と

大

下

藤

次

郎

を

と

り

あ

げ

、

風

景

画

家

に

よ

る

日

本

の
自

然

「
発

見

」

に

つ
い

て

論

一
、

ア

ル

フ

レ

ッ
ド

・
パ
ー

ソ

ン
ズ

と

大

下
藤

次
郎

の
位

置

わ
が
国
に
お
い
て
、
実
景
と
し
て
の
自
然
景
を
あ
る
が
ま
ま
に
描
写
す
る

風
景
画
は
明
治
後
期
に
成
立
す
る
。
江
戸
後
期
に
、
山
水
画
の
真
景
図
が
実

景
を
捉
え
る
萌
芽
を
見
せ
て
い
た
が
、
真
に
自
然
景

の
賛
美
に
は
至
ら
ず
、

名
所
絵

の
枠
組
み
に
強
く
縛
ら
れ
て
い
た
。
明
治
前
期
の
川
上
冬
崖
、
島
霞

谷
、
高
橋
由

一
ら
は
洋
画
の
受
容
に
格
闘
し
て
い
た
。
当
時

の
洋
画
は
、
製

図
や
写
真
と
同
様
、
景
観
を
正
確
に
再
現
す
る
記
録
を
目
的
と
し
た
技
術

で

あ

っ
た
。
や
が
て
、
フ
オ
ン
タ
ネ
ー
ジ
が
教
え
た
工
部
美
術
学
校

の
同
窓
生

の
浅
井
忠
、
小
山
正
太
郎
、
原
田
直
次
郎
ら
が
風
景
画
を
生
み
だ
し
て
い
く
。
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彼
ら
の
自
然
景

へ
の
ま
な
ざ
し
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ロ
マ
ン
主
義
と
バ
ル
ビ

ゾ

ン
派

の
影
響
を
強
く
受
け
た
田
園

景

へ
の
ま
な
ざ

し
が
中
心
で
あ

っ
た
。

都
市
近
郊
や
農
山
村
の
田
園
景
、
生

活
に
身
近
な
自
然
景
を
捉
え
る
ま
な
ざ

し
が
中
心
と
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
後
期
に
、
こ
の
よ
う
な
田
園
景

や
自
然
景
で
は
な
く
、
自
然
地
域
や
奥
地
の
自
然
景
に
ま
な
ざ
し
を
向
け
は

じ
め
る
風
景
画
家
た
ち
が
現
れ
る
。

ア
ル
フ
レ
ッ
ド

・
パ
ー
ソ
ン
ズ
と
大
下

藤
次
郎
は
そ
の
先
駆
け
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち

ょ
う
ど

一
九
〇
〇
年
前
後

の
明
治
後
期
と
い
う
時
代
は
、
自
然

へ
の
ま

な
ざ
し
が
大
き
く
変
位
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ

っ
た
。
西
欧
文
明

の
流
入
が

は
じ
ま

っ
て

一
世
代
ほ
ど
を

へ.て
、
西
欧
文
明
の
受
容
が
な
さ
れ
、
わ
が
国

の
新
し
い
自
然
景
が
見
出
さ
れ
、
賞
賛
さ
れ
は
じ
め
た
の
だ
。
山
岳
、
森
林
、

湖
沼
、
渓
谷
な
ど
の
自
然
景
を
賞
賛
す
る
新
し
い
近
代
的
風
景
観
が
欧
米
か

ら
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
、
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
近
代
的
風
景
観

の
普
及
と
定
着
に
は
、
風
景
論
、
地
理
学
、
植
物
学
、
文
学
、
紀
行
文
、
案

内
書
、
絵
画
な
ど
が
大
き
く
貢
献
し

て
い
た
。
近
代
的
風
景
観
は
徐

々
に
日

本
人
の
あ
い
だ
に
浸
透
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
開
花
し
た
。

一
八
八
八

(明
治
二

一
)
年
、
洋

画
家

の
浅
井
忠
は
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
流
の

田
園
景
の
絵
画

《
春
畝
》
を
描
き
、

一
八
九
三

(明
治
二
六
)
年
、
日
本
画

家

の
高
島
北
海
は

ロ
マ
ン
主
義
的
な

山
岳
景

の
絵
画
集

『
欧
州
山
水
奇
勝
』

を
刊
行
す
る
。

一
八
九
四

(明
治
二
七
)
年
、
政
教
社

の
志
賀
重
昂
は

『
日

本
風
景
論
』

で
、

日
本
人
の
風
景
観

を
伝
統
的
風
景
か
ら
近
代
的
風
景
観

へ

大
き
く
転
換
さ
せ
、
日
本
人
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
鼓
舞
す
る
。

一
九
〇
〇

(明
治
三
三
)
年
、
自
然

へ
の
新
た
な
視
点
で
、
漢
学
者

の
久
保
天
随
が

『
山

水
美
論
』
を
著
し
、
小
説
家

の
徳
富
蘆
花
が

『
自
然
と
人
生
』
を
著
す
。

一

九
〇

一

(明
治
三
四
)
年
に
は
、
国
木
田
独
歩
が

『
武
蔵
野
』

で
ロ
マ
ン
主

義

の
ま
な
ざ

し
を
も

っ
て
雑
木
林
と
田
園

の
美
を
捉
え
、
島
崎
藤
村
が

『
落

梅
集
』
で
ラ
ス
キ
ン
流
に
雲
を
描
写
し
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
表
現
で
新
た
な
見

方
を
普
及
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
奥
地
の
大
自
然
も
次

々
と
見
出
さ
れ

て
い

く
。

一
九
〇
六

(明
治
三
九
)
年
、
植
物
学

の
武
田
久
吉
は
雑
誌

『
山
岳
』

の

「尾
瀬
紀
行
」
で
尾
瀬
を
紹
介

し
、

一
九
〇
七

(明
治
四
〇
)
年
、
山
岳

家
の
小
島
烏
水
は
雑
誌

『
早
稲
田
文
学
』
の

「梓
川
の
上
流
」
で
上
高
地
を

紹
介
し
、

一
九
〇
八

(明
治
四

一
)
年
、
紀
行
文
家

の
大
町
桂
月
は
雑
誌

『
太

陽
』

の

「奥
羽

一
周
記
」

で
十
和
田
湖
と
奥
入
瀬
を
紹
介
す
る
。
明
治
後
期

は
、
時
代
を
鋭
敏
に
先
取
り
す
る
人

々
が
新
た
な
自
然
景
を
発
見
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
て
新
た
な
自
然
景
を
普
及
し
た
時
代
で
あ

っ
た
。

ア
ル
フ
レ
ッ
ド

・
パ
ー
ソ
ン
ズ
と
大
下
藤
次
郎
も
こ
の
潮
流

の
な
か
に
あ

っ

た
。二

、

ア

ル
フ

レ

ツ
ド

・
パ
ー

ソ

ン
ズ

に
よ

る
自

然

「
発
見

」

イ
ギ
リ
ス
人
画
家
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

・
パ
ー
ソ
ン
ズ
は

一
八
九
二

(明
治
二

五
)
年
に
日
本
を
訪
れ
、
そ
の
日
本
滞
在
記
を

一
人
九
六

(明
治
二
九
)
年
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に

『
ノ
ー

ツ

・
イ

ン

・
ジ

ャ
パ

ン
』

(≧
9
弱

ミ

漣

霞

≧

以

下

『
日
本

印

象

記

』
)

と

い
う

書

名

で

出

版

し

て

い

る

,
。

こ

の

『
日

本

印

象

記

』

は

、

一

八

九

二

(明

治

二

五

)

年

三

月

九

日

に
香

港

か

ら

長

崎

港

に

入

り

、

約

九

カ

月

の

日

本

旅

行

の
後

、

一
二

月

一
〇

日

太

平

洋

へ
と

去

っ
て

い
く

内

容

を

克

明

に

し

る

し

た

も

の

で
あ

り

、

日

本

で

、

彼

が

ど

こ

へ
行

き

、

何

を

描

い
た

か

が

追

跡

で
き

る

も

の

で
あ

る
。

パ

ー

ソ

ン
ズ

は

、

本

国

イ

ギ

リ

ス

で
水

彩

画

家

と

し

て

知

ら

れ

、

の

ち

に

王

立

美

術

院

会

員

と

な

り

、

さ

ら

に

王

立

水

彩

画

家

協

会

の
会

長

ま

で

務

め

る

人

物

で

あ

る
。

風

景

画

や

植

物

画

を

描

き

、

特

に

花

の
絵

を

得

意

と

し

て

植

物

図

譜

の
挿

絵

も

描

き

、
、

庭

園

の
設

計

ま

で

し

て

い
る

。

写

実

的

な

風

景

画

は

明

る

く

透

明

で
輝

く

色

彩

を

見

せ

て

い

る
。

パ

ー

ソ

ン
ズ

は

、

近

年

、

わ

が

国

の

「
風

景

画

」

の
成

立

に

大

き

く

寄

与

し

た

観

点

か

ら

、

わ

が

国

の
美

術

史

に

お

い

て

も

急

速

に

評

価

が

高

ま

っ

て

い

る
水

彩

画

家

で

あ

る
。

青

木

茂

に

よ

る

と

、

一
八

八

九

(
明

治

二

二
)

年

か

ら

一
八

九

二
年

に

か

け

て
、

三

人

の
イ

ギ

リ

ス

人

水

彩

画

家

が

相

次

い

で

来

日

し

た

が

、

彼

ら

は

日

本

人

に

生

活

景

・
自

然

景

の

発

見

を

う

な

が

し

、

わ

が

国

の

「
風
景

画

」

の
成

立

に

大

き

く

寄

与

し

た

と

い
う

、
。

三

人

の
イ

ギ

リ

ス
人

水

彩

画
家

と

は
、
一
八

八

九

年

来

日

の
サ

ー

・
ア

ル

フ

レ

ッ
ド

.
イ

ー

ス
ト

(〉
一中
O
ユ

]口
9
00一

一
〇◎
轟
O
ー
一
ゆ
一
ω
)
、

一
八

九

〇

(
明

治

二

三
)

年

か

ら

翌

年

に

か

け

て
来

日

の
ジ

ョ

ン

・
ヴ

ア
ー

レ
ー

・
ジ

ュ

ニ
ア

(8
ぎ

く
①
円δ
図

ぎ
『

一
。。
い
O
亠
O
ω
ω
)
、

そ

し

て

一
八

九

二

年

に

来

日

し

た

本

論

の

パ

ー

ソ

ン

ズ

で

あ

る
。
こ
の
三
人
の
水
彩
画
は
現
在
わ
が
国
で
は
郡
山
市
立
美
術
館
が
所
蔵
し

て
い
る
。

パ
ー
ソ
ン
ズ

は

『
日
本
印
象
記
』
で
は
極
東
の
花

の
国
で
あ
る
日
出
づ
る

国
に
来
て
絵
を
描
く
こ
と
が
長
年
の
夢

で
あ

っ
た
と
し
る
し
て
い
る
が
、
イ

ギ
リ
ス
の
フ
ァ
イ
ン

・
ア
ー
ト

・
ソ
サ
イ

エ
テ
ィ
か
ら
日
本
の
風
景
を
描
く

よ
う
に
委
嘱
を
う
け
た
か
、
パ
ト

ロ
ン
か
ら
日
本

の
植
物
な
ど
を
描
く
よ
う

に
依
頼
を
う
け
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
、。

美
術
関
連
で
は
、

フ
ェ
ノ

ロ
サ
、

ミ
ゲ
オ
ン
、
ラ
フ
ァ
ー
ジ
ら
が
日
本
見

聞
記
を
著

し
て
い
る
が
、
当
時
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
目
本
の
紹
介
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
欧
米
人
に
よ
る
日
本
発
見
で
あ

っ
た
が
、
同
時

に
、
日
本
人
に
よ
る
日
本
発
見
に
も

つ
な
が

っ
て
い
た
。

一
九
世
紀
に
お
け

る
欧
米
人
の
日
本
発
見
は
日
本
人
の
日
本
発
見
を
う
な
が
し
て
い
た
。
外
部

の
ま
な
ざ
し
が
内
部
の
ま
な
ざ
し
に
強
く
影
響
し
て
い
た
。

パ
ー
ソ
ン
ズ

の

『
日
本
印
象
記
』

の

一
部

の
文
章
は
ま
ず

一
八
九
四

(明

治
二
七
)
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌

『
ハ
ー
パ
ー
ズ

.
ニ

ュ
ー

・
マ
ン
ス
リ
ー

・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
印
象
記
』
は
日
本
旅
行

の
行
程

の
順
を
追

っ
た
六
章
か
ら
な
り
、

パ
ー
ソ
ン
ズ

の
描
い
た
瀬
戸
内
海
、
吉
野
、
日
光
、
富
士
山
、
箱
根
な
ど

の

図
版

=

一七
図
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書

の
六
章

の
表
題
と
各
章
に
し
る

さ
れ
た
旅
行
時
期
と
そ
の
主
な
行
程
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

(英
国
版
と

米
国
版
で
は
最
後
の
二
章
の
順
が
逆
と
な

っ
て
い
る
。
)
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『日本印象記』の各章の表題 ・旅行時期 ・行程表1

表 題 旅行時期 旅 行 の 行 程

日本の春 3-5,月 長崎一瀬戸内海一神戸一大阪一奈良一吉野一長谷寺一奈良

日本の初夏 5-6月 奈良一宇治一彦根一神戸

蓮の季節 7.月 鎌倉、吉田、横浜一宇都宮一 日光一中禅寺湖一湯元、弁天

富士山 8月 箱根宮ノ下一芦ノ湖一御殿場一富士山頂一吉田

彷徨の旅 9-11月 青木ヶ原一富士五湖一吉田一船津一甲府一諏訪湖一塩尻一中山

道 ・木曽川一寝覚の床一妻籠一飯田一時又一天竜川一中の町一

静岡一三保の松原一沼津一熱海一十国峠一箱根宮ノ下

日本の秋 9-12月 浜松一東海道一神戸一須磨一舞子一明石一神戸一摩耶山一有馬
一神戸一彦根一長浜一米原付近
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『
日
本
印
象
記
』
で
は
、
パ
ー

ソ
ン
ズ

は
、
船

で
香
港
か
ら
長

崎
港
を

へ
て
、
関
門
海
峡
か
ら

瀬
戸
内
海
に
入
る
。
瀬
戸
内
海

で
は
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
風

景
を
見
る

こ
と
が

で
き
な

い
と

の
思

い
か
ら
、
上
陸
し
て
す
ぐ

に
で
も
絵

を
描
き
た

い
と
心
を

と
き
め
か
す
。
瀬
戸
内
海

の
島

々
は
絵

の
素
材
に
あ
ふ
れ
、
こ

れ
ほ
ど
美

し
い
風
景

は
な

い
と

絶
賛
す

る
。
よ
う
や
く
神
戸
に

上
陸

し
て
、
岡
本
と

い
う
梅
園

で
、
腰
掛
け
と
三
脚
を
と
り
だ

し
て
、
日
本

で
初
め

て
の
ス
ケ

ッ
チ
を
描
く
。
そ

こ
か
ら

は
、

大
阪
湾

か
ら
奈
良

の
山

々
ま

で

が
見
渡
さ
れ
た
。
日
本

に
は
壮

大
な
も
の
は
な
く
面
白
く
楽
し

い
細
部
が
あ
る
。

山
も
木
も
田

圃
も
壮
大
と
言
う
よ
り
奇
妙
で

面
白

い
と
思
う
。
日
本

の
風
景
は
色
調
や
雰
囲
気
が
異
な
り
、
無
意
識
に
今

ま
で
と
は
異
な
る
絵
具
を
使

っ
て
し
ま
う
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
来
日
早

々
、

野
外
で
絵
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
腰
痛
を
お
こ
し
、
人
力
車
で
運
ば
れ
る
が
、

そ
れ
は
仏
教

の
地
獄
絵
に
あ
る
拷
問
に
等
し
い
と
思
う
。
彼
は
、
そ
の
後
、

二
週
間
寝
込
ん
で
し
ま
う
。

パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
水
彩
画

の
た
め
に
日
本
の
山
河
や
田
園

の
風
景
を
ひ
た

す
ら
追
い
求
め
、
そ
し
て
花
と
庭
の
風
景
に
執
着
す
る
。
絵
を
描
く
た
め
に

予
定
を
変
更
し
て
滞
在
を
の
ば
す
こ
と
も
あ

っ
た
。
四
月
に
奈
良
か
ら
吉
野

に
向
か

っ
た
の
も
桜

の
花

の
た
め
で
あ

っ
た
。
植
物
に
は
比
較
的
詳
し
く
、

花
の
観
察
も
細
か

い
。
幾
人
か

の
来
日
欧
米
人
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
彼

も
ま
た
霧
の
風
景
を
見
て
日
本
画
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
日
本
画
は
印
象

派
に
近
い
が
形
骸
化
し
て
い
る
と
論
じ
る
。

パ
ー
ソ
ン
ズ
は
横
浜
の
友
人
と
盛
夏
に
箱
根
を

へ
て
富
士
登
山
を
行
う
。

一
八
六
〇

(万
延
元
)
年
の
欧
米
人
初
の
オ
ー

ル
コ
ッ
ク
の
登
頂
か
ら
三
二

年
が
経

っ
て
い
た
。
東
麓

の
御
殿
場
か
ら
登
り
、
富
士
山
で
二
泊
し
て
山
頂

火

口
を
回

っ
て
、
北
麓

の
吉
田

へ
と
降
り
て
い
る
。
夏
の
富
士
山
は
富
士
講

の
参
詣
者
で
混
ん
で
い
た
。
御
殿
場

の
宿
や
山
腹

の
石
室
は
人
で
あ
ふ
れ
、

下
山

の
吉
田
口
登
山
道
で
は
白
装
束
で
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら

「
ロ
ッ
コ
ン
シ

ヨ
ウ
ジ

ヨ
ウ
」
(六
根
清
浄
)
と
唱
和
す
る

一
行
と
す
れ
ち
が
う
。
山
頂
に
あ

る
加
持
水
の
金
名
水
、
銀
名
水
を
授
か
る
光
景
な
ど
、
明
治
期
の
富
士
講
登

山
の
賑
わ
い
が
よ
く
わ
か
る
。
彼
は
多
く

の
富
士
山
の
遠
望
図
の
ほ
か
、
山
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頂
か
ら

の
展
望
の
図
や
火
口
の
図
も
描
い
て
い
る
。

『
日
本
印
象
記
』

の
図
版

一
二
七
図

の
描
か
れ
た
景
観
を
見
て
み
る
と
、

自
然
景
観
が
九
六
図
、
人
文
景
観
が

三

一
図
と
な
り
、
自
然
景
観
を
捉
え
る

こ
と
に
専
念
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
重
要
な
こ
と
は
、
旅
行

の
行
程
か

ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
パ
ー

ソ
ン
ズ

が
、
瀬
戸
内
海
、
吉
野
、
日
光
、
中
禅

寺
湖
、
湯
元
、
箱
根
、
芦
ノ
湖
、
富
士
山
、
青
木
ヶ
原
、
富
士
五
湖
と
自
然

地
域
を
旅
行
し
、
写
生
を
行

い
、
こ
れ
ら

の
実
景
を
あ
る
が
ま
ま
に
捉
え
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
自
然
地
域
の
自
然
景
を
素
直
に
捉

え
、
彼
の
よ
う
に
賛
美
し
た
画
家
は
内
外
と
も
に
い
な

い
。
さ
ら
に
、
描
か

れ
た
景
観
に

つ
い
て
、
自
然
性
を
分
析
軸
に
、
人
為

の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な

い
原
生
的
な
自
然
を

「原
自
然
」
、
人
為

の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
自
然
を

「自

然
」
、
農
地
な
ど
の
人
為
的
な
自
然
を

「半
自
然
」
と
分
類
し
て
み
る
と
、
原

自
然

=

図
、
自
然
二
八
図
、
半
自
然
五
七
図
と
な
る
。
こ
こ
で
特
筆
す
べ

き
は
、
自
然
景
観
九
六
図

の
う
ち
原
自
然
が

一
一
図
で
あ
る
こ
と
に
見
る
と

お
り
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
人
為

の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
原
生
的
な
草
原
や
湿

原
の
美
し
さ
を
捉
え
、
日
光

の
草
原
、
男
体
山
の
山
麓
、
湯
元
の
湿
原
、
富

図1ア ルフ レッ ド・パーソンズの風景画

《湯元の湿原》(日 光)(上)

《富士 山北斜面》(富 士 山)(中)

(Pazsons,2>�esinJapan,1896,国 際 日本文化研 究セ ンター蔵 よ り)

《秋の草》(箱 根)(下)(郡 山市立美術館蔵)
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士
山
北
斜
面
、
富
士
山
火

口
、
箱
根

の
草
原
な
ど
風
景
を
描
い
た
こ
と

で
あ

る
。
紀
行
文
の
文
章
か
ら
も
日
光
の
戦
場

ヶ
原
や
箱
根
の
仙
石
原
を
横
切

っ

た
こ
と
が
読

み
と
れ
、
ま
た
前
述
の
と
お
り
富
士
山
に
も
登
頂
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
の
ち
に
わ
が
国
の
国
立
公
園
の
核
心
部
と
な

っ
て
い
く
所
で
あ

っ

た
。
『
日
本
印
象
記
』

の
な
か
で
パ
ー

ソ
ン
ズ
は
そ
れ
ら
を
原
野
や
荒
野
を
意

味
す
る
ム
ア

(目
o
o円)
、
ム
ア
ラ
ン
ド

(ヨ
o
o同冨
巳
)
と
し
る
し
て
い
た
が
、

当
時
わ
が
国
に
は
こ
の
よ
う
な
自
然

景
を
捉
え
る
ま
な
ざ

し
は
な
か

っ
た
。

こ
れ
ら
の
風
景
画
の

一.
部
を
図
1
に
示
す
。

三

、

ア

ル

フ

レ

ツ
ド

・
パ
ー

ソ

ン
ズ

の
影

響

パ
ー
ソ
ン
ズ

の
風
景
画

の
特
質
は
、
ご
く
自
然
に
花

の
あ
る
自
然
景
や
生

活
景
を
描

い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
風
景
画
が
、

の
ち
に
画
家

と
し
て
名
を
な
す
若
き
三
宅
克
己
、

丸
山
晩
霞
、
中
村
不
折
ら
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
青
木
茂
は
、
三
宅
、
中
村
、

丸
山
の
言
葉
を
引
用
し
、
三
宅
が
パ
ー
ソ
ン
ズ

の
個
展
を
見
て

「そ
の
写
実

の
巧
妙
な
こ
と
は
、
未
だ
曾

て
見
た

こ
と
も
無

い
程

の
作
で
、
先
年

の
ジ

ヨ

ン

・
バ
ア
レ
イ
氏
の
作
画
に
比
す
る
と
、
数
等
優
秀
な
も
の
で
あ

っ
た
」
と

感
動
し
た
こ
と
、
丸
山
が

「
こ
の
鮮
明
な
細
か
い
純
写
実

の
画
を
見
た
の
で

あ
る
か
ら
驚
か
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
日
本

の
水
彩
画
は
パ
ー

ソ
ン
ズ

の
感
化
も
大
に
あ
る
」
と
回
想
し
た
こ
と
、
中
村
も
パ
ー
ソ
ン
ズ

の

絵
か
ら
花
や
樹
木
を
描
く
こ
と
が
流
行
し
た
と
回
想
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
て
い
た
,。

パ
ー
ソ
ン
ズ

の
個
展
と
は
、

一
八
九
二

(明
治
二
五
)
年
に
東
京
美
術
学

校
で
開
か
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
『
日
本
印
象
記
』

の
な
か

で
、
日
本
滞
在
中
に
開

い
た
個
展
で
、
若

い
人
の
情
熱
を
強
く
感
じ
た
と
、

次

の
と
お
り
し
る
し
て
い
る
。

東
京

で
の
滞
在
の
最
後
に
、
上
野
の
美
術
学
校
で
学
生

の
た
め
に
私
の

絵
を
展
示
し
た
。
校
長

の
岡
倉
教
授
は
西
洋
美
術

の
知
識
を
日
本
美
術

の
崇
拝
に
結
び

つ
け
、
日
本
美
術

の
伝
統
を
守
り
、
衰
退
か
ら
の
復
活

を
図

っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
外
部

の
美
術
家
も
招
待
し
て
い
た

が
、
中
に
は
パ
リ
や

ロ
ー

マ
で
学
ん
だ
人
も
い
た
。
し
か
し
、
私
が
最

も
興
味
を
ひ
か
れ
た

の
は
、
純
真
な
学
生

の
注
目
や
質
問
で
あ
り
、
日

本
画
と
は
大
い
に
異
な
る
西
洋
画
に

つ
い
て
、
自
然
を
再
現
す
る
以
上

の
動
機
を
見
出
そ
う
と
す
る
情
熱
で
あ

っ
た
。
6

東
京
美
術
学
校
は

一
人
八
九

(明
治
二
二
)
年
に
開
校
さ
れ
、
そ
の
翌
年
、

伝
統
の
復
興
を
図
る
岡
倉
天
心
が
二
人
歳
で
校
長
に
就
任
し
て
い
た
。
ま
だ
、

西
洋
画
科
が
な
く
、
西
洋
画
が
排
斥
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ

っ
た
が
、
西
洋

画
を
退
け
た
日
本
画
中
心

の
東
京
美
術
学
校
に
と

っ
て
も
、
パ
ー
ソ
ン
ズ

の

水
彩
画
の
写
実
は
学
ぶ
点
が
あ

っ
た
に
ち
が

い
な

い
。
残
念
な
が
ら
、
パ
ー
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ソ
ン
ズ
は
こ
の
個
展
に
つ
い
て
こ
れ

以
上
記
述
し
て
い
な

い
が
、
彼
の
注
意

を
ひ
い
た
学
生
の
中
に
は
、
三
宅
克

己
や
丸
山
晩
霞
ら
の
画
家

の
卵
た
ち
が

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
宅
克
己
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ

の
個
展
か
ら
六
年
経

っ
た

一
八
九
八

(明
治

三

一
)
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ー
ソ
ン
ズ
を
訪
ね
歓
談
し
て
い
る
が
、
そ
の
絵

画
に
再
び
感
銘
し
て
い
る
。
そ
の
時

の
様
子
を
先
の
個
展
の
感
動
を
し
る
し

た
同
じ
著
書

『
思
ひ
出

つ
る
ま
》
』

に
次
の
よ
う
に
し
る
し
て
い
る
。

今
ま
で
は
絵
を
見
る
気
が
し
た

の
が
、
そ

の
人
の
を
見
る
と
、
自
然
を

見
る
気
が
し
た
。
そ
の
頃
ま
で
の
写
生
と
い
ふ
も
の
は
、
色
が
今
日
の

色
と
は
違

つ
て
ゐ
た
。
そ
の
頃

の
画
家
は
、
想
像
半
分
で
大
概
絵
を
描

い
て
を

つ
た
。
と
こ
ろ
が
パ
ル
ソ
ン
ズ

の
絵
を
見
る
と
、
自
分
の
想
像

と

い
ふ
も
の
を
あ
ま
り
加

へ
ず
に
、
自
然

の
感
じ
を
充
分
に
現
は
し
て

ゐ
る
。

(中
略
)
水
彩
画
で
も
、
こ
れ
だ
け
立
派
な
仕
事
が
出
来
る
か
と

い
ふ
考

へ
を

一
般

の
画
家
に
持
た
せ
た
。
,

風 景 画家 に よ る 日本 の 自然 「発見 」(西 田)

そ
れ
か
ら
ま
た
或
る
日
、
ケ
ン

シ
ン
ト
ン
に
近
い
ベ
ツ
ド

・
フ
オ
ド

・

ガ
ア
デ
ン
と
云
ふ
そ
の
名
か
ら

し
て
美
く
し
い
街
に
、
ア
ル
フ
レ
ツ
ド

・

パ
ア
ソ
ン
ス
先
生
を
訪
問
し
た
。
倉
庫
か
裏
長
屋
の
楼
上
と
云

つ
た
イ

イ
ス
ト
先
生

の
画
室
に
引
換

へ
て
、
此
所
は
ま
た
百
花
爛
漫
と
咲
き
乱

れ
た
前
庭
が
あ
り
、
瀟
洒
な
別
荘
風
の
住
宅
で
あ

っ
た
。
(中
略
)
水
彩

画

の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
二
三
枚
示
さ
れ
た
が
、
今
更
な
が
ら
そ
の
技
巧
の

優
れ
て
居
た
の
に
は

一
々
驚
嘆

の
外
は
無
か

つ
た
。
そ
の
写
実

の
妙
技

は
人
の
手
で
描

い
た
も
の
と
云
ふ
よ
り
、
完
全
な
天
然
色
写
真
版
と
も

見
ゆ
る
程
で
あ

つ
た
。
7

明
治
後
期
に
活
躍
す
る
水
彩
風
景

画
家

の
大
下
藤
次
郎
も
ま
た
、
パ
ー
ソ

ン
ズ

の
影
響
に

つ
い
て
、
の
ち

の

一
九

一
一

(明
治
四
四
)
年

の

「水
彩
画

の
今
昔
」

で
次
の
と
お
り
し
る
し
て
い
る
。

大
下
藤
次
郎
は
、
後
述
す
る
が
、
の
ち
に
わ
が
国

の
国
立
公
園

の
核
心
部

と
な
る
自
然
地
域
に
お
も
む
き
、
原
生
景
を
明
治
に
い
ち
早
く
描
い
た
画
家

で
あ

っ
た
。
ま
だ
交
通
も
不
便
な
こ
ろ
に
、
現
地
に
お
も
む
き
実
景
を
捉
え

た
画
家
で
あ
る
。

こ
の
大
下
が

一
九
〇
五

(明
治
三
八
)
年
に
創
刊
し
た
雑

誌

『
み
つ
ゑ
』
は
、
当
時

の
わ
が
国

の
水
彩
風
景
画

へ
の
関
心
を
雄
弁
に
語

っ
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ

ス
の
水
彩
画
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
パ
ー
ソ
ン
ズ

の
こ
と
に

つ
い
て
も
多
く

の
誌
面
を
さ

い
て
い
る
。

こ
の
月
刊
誌
は

一
九
〇

五
年
の
第

一
号
か
ら

一
九
〇
八

(明
治
四

一
)
年
の
第
三
九
号
に
か
け
て
、
『
日

本
印
象
記
』

の
翻
訳
を
断
続
的
に
鵜
沢
四
丁
訳
で
載
せ
、
ま
た
、
創
刊
号

の

第

一
号
に
は
汀
鶯
な
る
人
物
の

「
ア
ル
フ
レ
ッ
ト
、
パ
ル
ソ
ン
ス
氏
を
訪
ふ
」

な
る

ロ
ン
ド
ン
に
住
む
パ
ー
ソ
ン
ズ
を
訪
ね
た
報
告
を
載
せ
て
い
る
、
。
パ
ー

ソ
ン
ズ
の
来
日
か
ら
十
数
年
を

へ
た
訪
問
記
で
あ
る
が
、
パ
ー
ソ
ン
ズ

の
影

響

の
強
さ
が
よ
く
わ
か
る
。
じ

つ
は
汀
鶯
と
は
大
下
が
数
多
く
用
い
た
号
の
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一
つ
で
あ
る
。
大
下
も
ま
た

一
九
〇
三

(明
治
三
六
)
年
に
イ
ギ
リ
ス
を
訪

れ
て
い
た
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
従
来
指
摘

さ
れ
て
き
た
以
上
に
、
大
下
、
三
宅
、

丸
山
ら
の
自
然
景

へ
の
ま
な
ざ
し
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。四

、
大
下
藤
次
郎

に
よ
る
自
然

「
発
見
」

ア
ル
フ
レ
ッ
ド

・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
風
景
画
を
見
て
、
山
岳
景
や
原
生
景
を

捉
え
よ
う
と
す
る
日
本
人
画
家
が
現

れ
る
。

こ
の
日
本
人
画
家
た
ち
こ
そ
は

新
た
な
自
然
景

へ
の
ま
な
ざ
し
を
誕
生
さ
せ
、
自
然
景

へ
の
ま
な
ざ
し
を
深

化
さ
せ
て
い
っ
た
風
景
画
家
た
ち
で
あ

っ
た
。
そ
の

一
人
に
大
下
藤
次
郎
が

い
た
。

大
下
藤
次
郎
は
、

一
八
七
〇

(明
治
三
)
年
、
東
京
府
本
郷
区
真
砂
町
で

旅
館
、
下
宿
、
料
理
屋
な
ど
を
営
む
家
に
生
ま
れ
る
。
東
京
法
学
校

で
法
律

を
三
年
間
学
び
、
そ
の
後
家
業
を
手
伝
う
が
、

一
八
九

一

(明
治
二
四
)
年
、

画
家
を
志
し
て
中
丸
精
十
郎
の
門
下

に
入
り
、
油
彩
画
の
修
行
を
は
じ
め
る

と
と
も
に
、

こ
の
こ
ろ
初
め
て
水
彩

画
を
描
き
、
三
宅
克
己
な
ど
の
友
人
を

え
る
。

一
八
九
三

(明
治

二
六
)
年
、
前
年
に
創
設
さ
れ
て
い
た
明
治
美
術

会

の
準
通
常
会
員
と
な
る
。

一
八
九

六

(明
治
二
九
)
年
、
原
田
直
次
郎
に

師
事
し
、
森
鴎
外
の
知
己
を
得
る
。

原
田
直
次
郎
と
森
鴎
外
は
ド
イ
ツ
留
学

中
に
知
り
合

っ
た
親
友
で
あ

っ
た
。
大

下
は
森
を
師
表
と
あ
お
ぎ
、
著
書

『
水

彩
画
之
栞
』

(
一
九
〇

一
)
に
森

の
題
言
を
寄
せ
て
も
ら
い
、
森
も
の
ち
に
大

下
に
関
す
る
年
譜
と
小
説
の
二
作
品
を
書
い
て
い
る
。

大
下
藤
次
郎
は
旅
行
と
写
生
に
明
け
暮
れ
た
水
彩
風
景
画
家
で
あ
る
。

一

八
九
三
年
、
.
鎌
倉
、
逗
子

へ
の
最
初
の
写
生
旅
行
を
皮
切
り
に
、
奥
多
摩
御

嶽
山
、
関
西
、
入
間
川
、
飯
能
、
三
浦
半
島
、
秩
父
、
三
峰
山
、

日
光
、
赤

薙
山
、
霧
降
高
原
と
写
生
旅
行
を
重
ね
て
い
く
。

一
人
九
七

(明
治
三
〇
)

年
、
友
人
の
三
宅
克
己
の
渡
米
に
刺
激
さ
れ
て
、

こ
の
年
か
ら
翌
年
に
か
け

て
、
外
遊
の
方
途
を
精
力
的
に
探
る
。
師
や
親
族
に
相
談
し
、
海
軍
を
訪
ね
、

政
教
社

の
志
賀
重
昂
や
三
宅
雪
嶺
に
も
会
う
。
そ
の
結
果
、

一
八
九
八

(明

治
三

一
)
年
三
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
航
海
練
習
と
親
善
訪
問
を
目
的
と

し
た
軍
艦
金
剛
に
、
明
治
美
術
会

の
特
派
員
と
し
て
乗
船
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、

ブ
イ
ジ
ー
の
約
半
年

の
旅
を
行
う
。
遠
洋
航
海
を

経
験
し
て
い
た
志
賀
と
三
宅
の
助
言
が
役
立

っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
特
に
、

志
賀
は
同
じ
よ
う
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ハ
ワ
イ
な

ど
に
出
向
き
、
『
南
洋
時
事
』
(
一
八
人
七
)
を
著
し
て
い
た
。
さ
ら
に
大
下

は
、

一
九
〇
二

(明
治
三
五
)
年

一
〇
月
か
ら
翌
年
の
六
月
に
か
け
て
約
八

カ
月
の
二
度

目
の
外
遊
を
果
た
し
、
ア
メ
リ
カ
に
約
五
カ
月
、
イ
ギ
リ
ス
に

約

一
カ
月
半
滞
在
し
、
フ
ラ
ン
ス
も
訪
れ
て
い
る
。

大
下
藤
次
郎
は
明
治
美
術
会
と
そ
の
後
身
の
太
平
洋
画
会
で
活
躍
す
る
が
、

一
九
〇
五

(明
治
三
八
)
年
に
は
自
ら
水
彩
画

の
春
鳥
会
を
お
こ
す
と
と
も

に
、
水
彩
画
の
美
術
雑
誌

『
み
つ
ゑ
』
を
創
刊
す
る
。
大
下
は
、
『
み
つ
ゑ
』
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を
自
ら
編
集
す
る
と
と
も
に
、
誌
上

に
紀
行
文
、
美
術
講
話
な
ど
を
精
力
的

に
発
表
し
て
い
く
。
大
下
は
、
明
治
三
〇
年
代
の
水
彩
画
ブ
ー
ム
を
う
け
て
、

一
九
〇

一

(明
治
三
四
)
年
に

『
水
彩
画
之
栞
』
を
出
版
し
、

一
九
〇
四

(明

治
三
七
)
年
に
は
そ
の
改
訂
版

の

『
水

彩
画
階
梯
』
を
出
版

し
て
い
る
。
ま

た
、

一
九
〇
四

(明
治
三
七
)
年
に

は
、
日
露
戦
争
で
沸
騰
す
る
絵
葉
書
熱

に
歩
調
を
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
会
員

の
水
彩
絵
葉
書
を
競
う
絵
葉
書
会

を
は
じ
め
て
い
る
。
『
み
つ
ゑ
』
は
こ
の
よ
う
な
当
時

の
水
彩
画
ブ
ー
ム
も
う

け

て
創
刊
さ
れ
た
も

の
で
、
発
売
後
す

ぐ
さ
ま
再
版
す
る
ぐ
ら
い
好
評
を
博

し
た
。
そ
の
勢

い
で
、

一
九
〇
六

(明
治
三
九
)
年
、
大
下
は
信
州
に
い
た

丸
山
晩
霞
を
呼
び
寄
せ
、
東
京
に
水
彩
画
講
習
所

(の
ち
の
日
本
水
彩
画
会

研
究
所
)
を
開
設
す
る
。
こ
の
こ
ろ
、
大
下
は
山
岳
家
で
紀
行
文
家

の
小
島

烏
水
と
の
親
交
を
深
め
て
い
く
。
雑
誌

『
文
庫
』

の
編
集
に
携
わ

っ
て
い
た

小
島
烏
水
が

『
み
つ
ゑ
』
創
刊
号
を
好
意
的
に
紹
介

し
た
こ
と
を
機
に
、
小

島

の
水
彩
画
講
習
所
設
立

へ
の
援
助
、
大
下
の
山
岳
会
入
会
と

『
山
岳
』
表

紙
絵
制
作
、
さ
ら
に
お
互
い
の

『
み
つ
ゑ
』
『
山
岳
』

へ
の
寄
稿
と
、
終
生
強

い
友
情

で
結
ば
れ

て
い
く
。
小
島

は
大

下
の
紀
行
文

『
水
彩
写
生
旅
行
』
を

絶
賛
し
て

「今
ま

で
世
に
知
ら
れ
な
い
山
水

の
、
立
派
な
画
巻
物

で
あ
る
」

と
し
る
し
て
い
る
⑳
。
大
下
は
、
小
島

の
他
、
田
山
花
袋
、
柳
田
国
男
、
国

木
田
独
歩
、
川
上
眉
山
、
上
田
敏
な
ど
と
も
交
遊
を
も

っ
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど

一
九
〇
五

(明
治
三
八
)

年
の

『
み
つ
ゑ
』
創
刊
の
頃
か
ら
、

大
下
藤
次
郎
は
奥
地

の
自
然
景
を
追

い
求
め
、
多
く

の
風
景
画
を
生
み
だ
し

て
い
く
。
そ
れ
は
紀
行
文
学

の
隆
盛
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
彼
は
紀
行
文

を
読
ん
で
、
そ
れ
に
誘
わ
れ
て
旅
立

つ
こ
と
が
常
で
あ

っ
た
。
大
下
は
、
旅

に
明
け
暮
れ
、
写
生
箱
や

三
脚
を
背
負

っ
て
徒
歩
で
自
然

の
奥
深
く
に
わ
け

い

っ
て
い
た
。
荷
物
を
人
夫
に
背
負
わ
せ
る
こ
と
も
多
か

っ
た
が
、
こ
と
の

ほ
か
健
脚
で
奥
地

へ
の
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

一
九

一
一
(明
治
四
四
)

年
の
著
書

『
水
彩
写
生
旅
行
』

の
冒
頭
に
、
自
分
の
絵
は
駄
目
だ
が
、
「処
女

的
風
景
」
を
紹
介
し
、

「自
然

の
趣
味
」
を
普
及
し
て
い
る
と
、
次
の
と
お
り

し
る
し
て
い
る
。

絵
も
奇
抜
な
も

の
は
な

い
。

こ
れ
も
皮
相

の
描
写
に
過
ぎ
な
い
。
し
か

し
、
他
人

の
あ
ま
り
行
か
ぬ
と
こ
ろ

へ
も
足
を
踏
入
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

処
女
的
風
景
紹
介

の
役
は
勤
ま
ら
う
。
こ
ん
な
書
物
で
も

「自
然
の
趣
味
」

を
普
及
す
る
上
に
、
僅
か
な
り
と
も
益
が
あ
れ
ば
私
は
満
足
す
る
。
"

そ
の
後

一
九
〇
六

(明
治
三
九
)
年
か
ら

一
九

一
〇

(明
治
四
三
)
年
に

か
け
て
、
大
下
藤
次
郎
は
上
高
地
、
尾
瀬
、
十
和
田
湖
と
奥
地

へ
の
写
生
旅

行
を
精
力
的
に
行
う
。
上
高
地
を
描
い
た

《
穂
高
山
の
麓
》
(
一
九
〇
七
)
を

第

一
回
文
展
に
出
品
し
、
以
後
、
尾
瀬

の
燧

ヶ
岳
を
描
い
た

《
深
山
の
夏
》
(
一

九
〇
八
)
を
第
二
回
文
展
に
、
白
峰
連
峰
を
描
い
た

《
春
》
(甲
州

の
春
)
(
一

九

一
〇
)
を
第
四
回
文
展
に
、
十
和
田
湖
畔
を
描
い
た

《
や
な
ぎ
》

(
一
九

一

一
)
を
第
五
回
文
展
に
出
品
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
自
他
土
ハに
認
め
る
代
表
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作

と

な

っ

て

い

る

。

こ

れ

ら

か

ら

は

、

大

下

が

い

か

に
奥

地

の

原

生

自

然

を

捉

え

よ

う

と

し

た

か

が

よ

く

わ

か

る

。

こ

れ

ら

の

風

景

画

の

一
部

を

図

2

に

示

す

。
ま

た

、

大

下

は

雑

誌

『
み

つ

ゑ

』

の
編

集

と

各

地

の
水

彩

画

講

習

会

開

催

に
追

わ

れ

て

い

く

。

さ

ら

に

、

優

れ

た

文

筆

家

で

も

あ

っ
た

大

下

は
、

『
最

新

水

彩

画

法

』

(
共

著

、

一
九

〇

九

)
、

『
写

生

画

の
研

究

』

(
一
九

一

一
)

な

ど

の
美

術

論

と

、
『
十

人

写

生

旅

行

』

(
共

著

、

一
九

一
〇

)
、
『
水

彩

写

生

旅

行

』

(
一
九

一

一
)
、

『
瀬

戸

内

写

生

一
週

』

(
一
九

一

一
)

な

ど

の
紀

行

文

を

次

図2大 下藤 次郎 の風 景画

《穂高 凵」の麓》(上 高地)(上)

《尾瀬 の神苑》(尾 瀬)(中)

《や なぎ》(十 和田湖)(下)

(土居次義 『水彩 画家 大下藤i次郎』美術出版社、1981よ り)

 

々
と
刊
行
し
て
い
く
。
彼
は
、
各
地
を
駆
け
め
ぐ
り
、
水
彩
画
を
描
く
と
と

も
に
水
彩
画
の
普
及
に
精
魂
を
か
た
む
け
、
文
筆
活
動
に
い
そ
し
ん
だ
。
そ

れ
は
、
あ
ま
り
に
も
激
務
で
あ

っ
た
ろ
う
。
彼
は
人
生
を
駆
け
ぬ
け
、

つ
い

に

一
九

一
一

(明
治
四
四
)
年
、
山
陰
旅
行
の
あ
と
病
床

に
臥
し
て
、
四

一

歳

の
若
さ
で
亡
く
な
る
。

一
九
〇
六

(明
治
三
九
)
年
か
ら
亡
く
な
る
ま
で

の
六
年
間
は
、
奥
地

へ
の
写
生
旅
行
を
行

い
、
紀
行
文
と
風
景
画
を
数
多
く

残
し
た
、
大
下
に
と

っ
て
最
も
燃
焼
し

つ
く
し
た
時
間
で
あ

っ
た
ろ
う
。

大
下
藤
次
郎
は
、
明
治
後
期
の
ま
だ
交
通
も
不
便
な

こ
ろ
に
、
の
ち
に
わ
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が
国
の
国
立
公
園
の
核
心
部
と
な
る
奥
地

の
上
高
地
、
尾
瀬
、
十
和
田
湖
な

ど
に
わ
け
い
り
、
そ
れ
ら

の
原
生
景
を
美
し
い
水
彩
風
景
画
で
描
き
、
展
覧

会
、
雑
誌
な
ど

で
作
品
を
広
く
発
表
し

て
い
っ
た
。
上
高
地
、
尾
瀬
、
十
和

田
湖
な
ど
の
実
景
を
捉
え
風
景
画
に
し
た

の
は
、
彼
が
最
初
で
あ

っ
た
。
大

下
藤
次
郎
は
紀
行
文
学
が
見
出
し
た
新
た
な
奥
地

の
自
然
景
を
風
景
画
で
視

覚
化
し
、
原
生
景

へ
の
ま
な
ざ
し
を
広

く
普
及
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

さ
て
、
大
下
藤
次
郎

の
奥
地

へ
の
写
生
旅
行
は
当
時

の
紀
行
文
学

の
隆
盛

に
負
う
と

こ
ろ
が
多

か

っ
た
。
大
下
は
当
時

の
紀
行
文
を
読
ん
で
奥
地
旅
行

へ
駆
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。
評
論
家
高
須
芳
次
郎
に
よ
る
と
、
明
治
の
紀
行

文
学
は
三
期
に
分
け
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
枢
。

「江
戸
時
代
の
気
習
か
ら

抜
け
切
ら
ぬ
傾
向
が
あ
る
が
、
い
く
ら

か
現
代
的
な
色
彩
が
加
は
つ
て
い
る
」

明
治
初
年
～
二
〇
年
頃
の
第

一
期
の
時
代
、
「現
代
的
色
彩
が
次
第
に
勝

つ
て

来
た
が
、
科
学
乃
至
精
細
な
西
欧
式
描

写
の
点
に
、
尚
ほ
特
色
を
発
揮
す
る

迄
に
至

っ
て
い
な

い
」
明
治
二
〇
年
頃
～
三
〇
年
前
後
の
第
二
期

の
時
代
、

科
学
的
知
識
に
よ
る
精
致
な
描
写
、
「
そ
れ
ら
が
略
ぼ
実
現
せ
ら
れ
た
」
明
治

三
〇
年
前
後
～
明
治
末
期

の
第
三
期
の
時
代
で
あ
る
。
第

一
期
に
は
成
島
柳

北
、
饗
庭
篁
村
ら
が
、
第

二
期
に
は
幸

田
露
伴
、
遲
塚
麗
水
、
田
山
花
袋
、

大
町
桂
月
、
大
橋
乙
羽
、
久
保
天
随
、

川
上
眉
山
ら
が
、
そ
し
て
、
第
三
期

に
は
小
島
烏
水
、
吉
江
孤
雁
、
窪

田
空

穂
、
長
塚
節
、
河
東
碧
梧
桐
ら
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う

「現
代

的
色
彩
」
と
は
、
国
文
学
や
漢
文
学

で
は
な

い
西
洋
文
学

の
写
実
的
、
合
理
的
な
見
方
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
描

写
で
あ
り
表
現
で
あ
り
、
文
体
も
古
文
や
漢
文

で
は
な

い
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
言
文

一
致
や
写
生
文
の
文
体
を
指
し
て
い
る
。
紀
行
文
に
見
ら
れ
る
気
分

も
道
中
記
的
な
飄
逸
や
洒
落
か
ら
浪
漫
主
義
的
な
瞑
想
や
詩
情

へ
と
移
行
し

た
と
い
う
。

大
下
藤
次
郎
は
特
に
第
三
期
の
紀
行
文
学
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
大
下

は
紀
行
文
の
影
響
を
受
け
、
奥
地

へ
お
も
む
き
、
風
景
画
を
描

い
て
い
た
。

小
島
烏
水
の
紀
行
文
を
読
ん
で
上
高
地
に
赴
き
、
武
田
久
吉

の
紀
行
文
を
読

ん
で
尾
瀬
に
お
も
む

い
て
い
た
。
そ
し
て
、
風
景
画
と
と
も
に
自
ら
も
紀
行

文
を
量
産
し
、
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
大
下
に
と

っ
て
は
、

紀
行
文
と
風
景
画
が
螺
旋
状
に
絡
ま
り
な
が
ら
、
新
た
な
感
性
が
発
展
し
て

い

っ
た
。
大
下
は
第
三
期
の
紀
行
文
学
が
見
出
し
た
新
た
な
奥
地
の
自
然
景

を
風
景
画
で
視
覚
化
し
て
い

っ
た
。
大
下
は
そ
の
よ
う
な
原
生
景

へ
の
ま
な

ざ
し
を
も

っ
て
い
た
。

五
、
外
部

の
ま
な
ざ

し

・
内
部

の
ま
な
ざ
し

ア
ル
フ
レ
ッ
ド

・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
日
本
の
自
然

「発
見
」
は
日
本
人
の
自

然
景

の

「発
見
」
を
う
な
が
し
た
。
外
部
の
ま
な
ざ
し
が
内
部

の
ま
な
ざ
し

を
触
発
し
た
。
日
本
の
自
然
景

の
発
見
に

つ
い
て
は
欧
米
人
の
影
響
は
大
き

か

っ
た
。
わ
が
国

の
田
園
景
、
里
山
景
な
ど
か
ら
奥
地
の
原
生
景

へ
と
、
自

然
景

へ
の
ま
な
ざ
し
を
深
化
さ
せ
、
方
向
転
換
を
進
め
る
大
き
な
き

っ
か
け
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を
与
え
た
の
は
、
ま
さ
に
イ
ギ
リ
ス
人
水
彩
画
家

の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

・
パ
ー

ソ
ン
ズ
だ
と

い
え
る
。
風
景
を
ま
ず
発

見
す
る
の
は
、
基
本
的

に
、
外
部

の

ま
な
ざ
し
で
あ

っ
て
、
内
部
の
ま
な
ざ

し
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

外
部
の
ま
な
ざ
し
は
ま
ず
非
日
常
的

な
風
景
を
探
勝
景
と
し
て
注
視
し
、

そ
し
て
、
他
者

の
日
常
的
な
風
景

で
あ

る
生
活
景
を
も
注
視
す
る
。
内
部

の

ま
な
ざ
し
は
日
常
的
な
風
景
で
あ
る
生

活
景
を
見
て
い
る
が
、
通
常
は
注
視

し
な

い
。
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
内
部

の
人
間
に
は
身

の
ま
わ
り

の
風

景
は
見
え
て
い
な

い
。
内
部
の
定
住
者

に
は
身

の
ま
わ
り

の
生
活
景
は
見
え

て
こ
な
い
が
、
外
部
の
旅
行
者
に
は
、

探
勝
景
と
と
も
に
、
そ
の
生
活
景
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

外
部
の
人
間
に
と

っ
て
、
非
日
常
的

な
探
勝
景
と
他
者

の
生
活
景
は
、
注

視
す
る
風
景

で
あ
り
、
語
り
の
風
景

と
し
て
意
識
す
る
。
内
部
の
人
間
に
と

っ
て
、
日
常
的
な
生
活
景
は
、
看
過
す

る
風
景

で
あ
り
、
沈
黙
の
風
景
と
し

て
意
識
し
な
い
。

し
か
し
、
や
が
て
外
部

の
ま
な
ざ

し
に
触
発
さ
れ
て
、
内
部

の
ま
な
ざ

し

も
ま
た
生
活
景
を
注
視
し
は
じ
め
る
。

生
浩
景
が
、
意
識
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
反
転
図
形

の
よ
う
に
地
が
図

へ
と
反
転
し
て
、
不
可
視

の
世
界
か
ら

可
視

の
世
界

へ
、
沈
黙

の
世
界
か
ら

語
り

の
世
界

へ
と
浮
か
び
あ
が

っ
て
く

る
。
図
示
す
る
と
図
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
外
部
者

(旅
行
者
)
は
ま
ず
①

の
ま
な
ざ
し
を
も
ち
、
次
に
②

の
ま
な
ざ
し
を
も

つ
が
、
や
が
て
内
部
者

(定

住
者
)
も
③
の
ま
な
ざ
し
を
獲
得
し
て

い
く
。

風
景
を
ま
ず
発
見
す
る
の
は
外
部

の
ま
な

ざ

し
で
あ
り
、
内
部

の
ま
な
ざ

し
は
そ
の
後

を
追
う
。

こ
の
風
景
発
見
の
同
じ
構
造

は
、

さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
風
景

の
多

面
性

を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
同
じ
大
地
で
あ

っ
て
も
、
労
働

の
対
象
と
し
て
み
る
農
業
者

と
観
光

の
対
象
と
し
て
み
る
来
訪
者
と
で
は
、

そ

の
風
景
が
異
な
る
よ
う
に
、
風
景
は
多
面

的
で
あ
る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
古
典
的
風
景
、
崇
高
、
ピ

ク
チ

ャ
レ
ス
ク
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ル
ダ
ネ

ス
、
わ
が
国
の
近
代
的
風
景
な
ど
の
風
景
を

発
見
し
た

の
は
、
内
部

の
定
住
者
や
先
住
民

で
は
な
く
、
外
部

の
旅
行
者
や
移
住
民
で
あ

り
、
も

っ
と
も
風
景
の
発
見
に
寄
与

し
た
の

図3外 部のまなざしと内部のまなざし

 

は
土
地

の
労
働
と
は
無
縁
の
外
部
の
芸
術
家
や
知
識
人
、
王
侯
貴
族
や
富
裕

層
で
あ

っ
た
ろ
う
。

原
風
景
あ
る
い
は
ふ
る
さ
と
の
風
景
と
呼
ば
れ
る
風
景
も
、

こ
の
風
景
発

見
と
同
じ
構
造
に
あ
る
。
原
風
景
や
ふ
る
さ
と
の
風
景
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ

の
内
部
に
棲
み

つ
い
て
い
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
気
づ
か
な

い
。
そ
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こ
か
ら
身
を
引
き
離
し
て
外
部
の
ま
な
ざ
し
を
も

っ
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は

そ
の
風
景
に
気
づ
く
。
外
部

の
ま
な
ざ

し
を
も

つ
と
は
、
ま
ず
、
外
部
の
人

間
に
な
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
故

郷
を
離
れ
て
都
会
や
異
国
で
暮
ら
す
と

き
、
わ
れ
わ
れ
は
原
風
景
や
ふ
る
さ

と
の
風
景
に
気
づ
く
。
空
間
的
に
も
時

間
的
に
も
距
離
を
も

っ
て
、
棲
み

つ
い
て
い
た
風
景
を
相
対
化
で
き
る
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
そ

の
風
景
に
気
づ
く
。

し
か
し
、
外
部
の
人
間
に
な
る
こ
と
の

み
が
外
部

の
ま
な
ざ
し
を
可
能
に
す

る
の
で
は
な

い
。
内
部

の
人
間
に
と

っ

て
も
、
精
神
的
な
距
離
を
と
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
そ
れ
は
可
能

で
あ
る
。
問

題
は
距
離
で
あ
り
対
象
化
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
身

の
回
り

の
風
景
に
ふ
と

気
づ
く
こ
と
が
あ
る
。
知

っ
て
い
る
は
ず
の
風
景
が
、
じ

つ
は
何
も
知
ら
な

か

っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
こ
に
新
鮮
な
風
景
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
逆
説
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば

、
既
知

の
風
景
が
未
知
の
風
景
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
風
景
が
発
見
さ
れ
る
。
風
景

の
発
見
に
と

っ
て
重
要
な

こ
と

は
、
身

の
引
き
離
し
で
あ
り
、
対
象

化
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
主
体
と

客
体

の
距
離
の
問
題
で
あ
る
と
い
え

る
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭

に
か
け
て
の
明
治
後
期
は
、
わ
が
国
の

新
し
い
自
然
景
が
見
出
さ
れ
て
い
っ
た
時
代
で
あ

っ
た
。
チ

ェ
ン
バ
レ
ン
ら

の

『
日
本
旅
行
案
内
』

(
一
人
九

↓
)
、
ウ

ェ
ス
ト

ン
の

『
日
本
ア
ル
プ

ス
の

登
山
と
探
検
』
(
↓
八
九
六
)
な
ど

の
案
内
記
、
見
聞
記
が
わ
が
国
の
自
然
景

の
発
見
と
普
及
に
貢
献
し
た
よ
う
に
、
欧
米
人
の
絵
画
も
ま
た
新
し
い
風
景

の
見
方
を
普
及
さ
せ
て
い

っ
た
。
特

に
パ
ー
ソ
ン
ズ

の
よ
う
に
わ
が
国

の
風

景
を
現
地
で
写
生
し
て
描

い
た
風
景
画
は
、
普
段
見
て
い
た
風
景
を
こ
の
よ

う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
と
日
本
人
画
家
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
れ
は

画
家
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
井
の
民
衆

に
も
、
現
地
で
影
響
を
与
え
て
い
た
。

パ
ー
ソ
ン
ズ
は

『
日
本
印
象
記
』

の
な
か
で
、
野
外
で
写
生
し
て
い
る
と
日

本
人
が
群
が
り
、
口
々
に
こ
の
絵
は

「写
真
だ
」
「油
絵
だ
」
と
語
る
光
景
が

あ

っ
た
と
し
る
し
て
い
る
招
。

パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
わ
が
国
の
自
然
景

の
発
見
と
普
及
に
貢
献

し
た
チ

ェ
ン

バ
レ
ン
、
ウ

ェ
ス
ト

ン
な
ど
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
彼
は
、
の
ち

に
わ
が
国
の
国
立
公
園
と
な
る
瀬
戸
内
海
、
吉
野
、
日
光
、
富
士
山
、
箱
根

な
ど
の
自
然
地
域
を
駆
け
め
ぐ
り
、
わ
が
国
の
自
然
景

の
発
見
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
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